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こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多

く
の
方
々
が
地
震
や
津
波
で
住
む
家
を
失

く
し
、
ま
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

周
辺
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
町
で
は
、
地
震

発
生
か
ら
５
日
後
の
３
月
16
日
か
ら
４
月

30
日
ま
で
の
間
、
町
内
の
民
宿
や
旅
館
、

ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
へ
、
震
災
に
よ

る
被
災
者
を
無
償
で
受
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

温
か
い
部
屋
と
布
団
、
温
か
い
食
事
、

温
か
い
お
風
呂
、
そ
し
て
何
よ
り
温
か
い

人
々
の
心
。
み
な
か
み
町
に
は
そ
の
全
て

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
温
も
り
を

求
め
て
、
多
く
の
方
々
が
被
災
地
か
ら
避

難
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
４
月
末
ま
で
に
は

７
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
、
町
内
の
40

を
越
え
る
施
設
に
滞
在
し
、
温
泉
で
疲
れ

た
体
と
心
を
癒
し
ま
し
た
。
避
難
さ
れ
て

き
た
方
々
は
、
津
波
に
よ
り
家
が
流
さ
れ

て
し
ま
っ
た
人
、
地
震
に
よ
り
家
屋
が
倒

壊
し
て
し
ま
っ
た
人
、
原
発
に
よ
り
帰
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
等
様
々
で
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
人
も
故
郷
を
思
う
気

持
ち
は
同
じ
で
、
早
く
帰
り
た
い
と
願
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
の
街
の
復
興
に
帰
っ

て
行
か
れ
る
方
々
は
、
口
を
そ
ろ
え
て

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
、
長
期
に

わ
た
り
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

み
な
か
み
町
で
は
、

　
　
　
　
　
　
多
く
の
被
災
者
の
方
々
を
受
入
れ
ま
し
た

み
な
か
み
町
で
は
、

　
　
　
　
　
　
多
く
の
被
災
者
の
方
々
を
受
入
れ
ま
し
た

「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」
、
「
助
か

り
ま
し
た
。
」
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
大

変
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
被

災
者
の
方
に
、
国
や
県
と
協
力
し
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
受
入
対
象
者

　

福
島
県
い
わ
き
市
で
、
福
島
第
一
原
発

か
ら
半
径
30
㎞
以
内
の
方
。

　

岩
手
県
宮
古
市
・
山
田
町
・
大
槌
町
・

釜
石
市
・
大
船
渡
市
・
陸
前
高
田
市
の
方
。

※

そ
の
他
の
地
域
か
ら
の
避
難
者
に
つ
い
て

も
、群
馬
県
避
難
者
受
入
れ
支
援
セ
ン
タ
ー

を
仲
介
し
、受
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
受
入
期
間

　

３
月
16
日（
水
）〜
４
月
30
日（
土
）ま
で

※

当
初
は
、
最
長
30
日
間
を
想
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
日
数
に
よ
る
制
限

は
解
除
し
ま
し
た
。

ひ
ろ
げ
よ
う
支
援
の
輪

ひ
ろ
げ
よ
う
支
援
の
輪

ひ
ろ
げ
よ
う
支
援
の
輪
〜
今 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

　
３
月
11
日
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
と
い
う
観
測
史

上
国
内
最
大
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
地
震
に
伴
い
、東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方

ま
で
の
広
い
範
囲
で
津
波
が
発
生
し
、各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
こ
の
地
震
の
影
響
に
よ
り
、炉
心
の
冷
却

機
能
が
喪
失
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
発
電
所
外
へ
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、同
原
発
か
ら

半
径
20
㎞
以
内
の
住
民
に
対
し
避
難
指
示
が
、半
径
20
㎞
か
ら
30
㎞
の
住
民
に
は
屋
内
退
避

指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

いわき市災害対策本部を訪れ、同対策本部長へ受入状況等を伝える岸町長（3月25日）
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こ
の
た
び
の
震
災
に
伴
い
、
町
で
は
被

災
者
の
受
入
れ
な
ど
、
被
災
者
支
援
を
い

ち
早
く
決
定
し
実
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
の
費
用
と
し
て
、
３
月
16
日
に
、
１

億
２
，
９
０
０
万
円
を
予
算
化
し
ま
し

た
。

◆
被
災
者
の
無
償
受
入
れ　
１
億
２
０
２

万
円
　

１
泊
３
食
一
人
当
た
り
３
，
０
０
０
円

を
想
定
し
、
被
災
者
１
，
０
０
０
人
を
30

日
間
、
町
内
の
宿
泊
施
設
に
無
償
で
受
け

入
れ
る
た
め
の
費
用
で
す
。
ま
た
、
被
災

者
送
迎
や
滞
在
中
の
経
費
等
も
計
上
し
て

い
ま
す
。

◆
災
害
用
消
耗
品
費
等　
１
，７
７
８
万
円

　

支
援
用
物
資
や
備
蓄
用
食
糧
な
ど
、
災

害
用
の
消
耗
品
等
を
購
入
す
る
た
め
の
費

用
で
す
。

◆
町
営
住
宅
の
修
繕
料　
７
２
０
万
円

　

長
期
的
な
避
難
を
必
要
と
す
る
方
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
営
住
宅
の
修

繕
を
行
う
た
め
の
費
用
で
す
。

◆
通
学
者
バ
ス
補
助
金　
２
０
０
万
円

　

町
内
の
高
校
生
が
通
学
に
利
用
し
て
い

る
Ｊ
Ｒ
上
越
線
が
一
時
不
通
と
な
っ
た
た

め
、
代
わ
り
に
バ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の

経
費
を
助
成
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
発

生
し
た
事
故
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
は

様
々
な
面
で
の
安
全
性
に
、
不
安
を
感
じ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

群
馬
県
内
の
大
気
中
の
放
射
線
量
に
つ

い
て
は
、
県
が
前
橋
市
内
の
値
を
１
時
間

毎
に
測
定
し
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
15
日
に
０
・
５
６
２
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
時（
ｈ
）を
観
測
し
ま

し
た
が
（
平
常
値
は
０
・
０
１
７
〜
０
・

０
４
９
）、３
月
23
日
以
降
は
０
・
１
マ
イ

ク
ロ
Sv
／
ｈ
を
下
回
っ
て
お
り
、
４
月
20

日
現
在
、
約
０
・
０
４
マ
イ
ク
ロ
Sv
／
ｈ

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る

た
め
、
町
内
各
地
区
（
月
夜
野
、
水
上
、

新
治
）
７
地
点
の
浄
水
に
つ
い
て
水
質
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ヨ
ウ
素
１
３
１
な
ど
の
放
射
性
物
質
の

測
定
値
は
、
い
ず
れ
も
測
定
機
器
の
検
出

限
界
以
下
で
、
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ

り
示
さ
れ
た
「
飲
食
物
摂
取
制
限
に
関
す

る
指
標
」
未
満
で
あ
り
飲
用
に
支
障
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
群
馬
県
で
は
定
期
的
に
水
質
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
滞
在
者
数
及
び

　
　
　
　
　
受
入
施
設
数
の
推
移
（
累
計
）

被
災
者
支
援
の
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
緊
急
的
な
補
正
予
算
を
措
置
し
ま
し
た

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
放
射
能
漏
れ
の
本
町
へ
の
影
響
に
つ
い
て

被
災
者
支
援
の
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
緊
急
的
な
補
正
予
算
を
措
置
し
ま
し
た

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
放
射
能
漏
れ
の
本
町
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

被
災
者
の
受
入
れ
に
お
い
て
は
、
町
観

光
協
会
の
ご
協
力
に
よ
り
宿
泊
施
設
を

募
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
町
内

の
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
民
宿
等
多
く
の
事
業

者
の
方
々
の
ご
賛
同
と
ご
厚
意
に
よ
り
、

受
入
れ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
で
の
４
月
20
日
現
在
の
受
入
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
予
算
の
内
容

　

採
水
地
点
の
一
つ
は
、
本
町
よ
り
利
根

川
下
流
に
あ
る
、
沼
田
市
綾
戸
ダ
ム
取
水

口
よ
り
取
水
さ
れ
た
県
央
第
一
水
道
事
務

所
（
榛
東
村
広
馬
場
）
で
す
。

　

４
月
20
日
現
在
、
県
内
の
水
道
水
に
含

ま
れ
る
放
射
性
物
質
に
関
す
る
測
定
結
果

に
よ
る
と
、
測
定
値
は
「
長
期
に
わ
た
り

摂
取
し
た
場
合
の
健
康
影
響
を
考
慮
し
て

設
定
し
た
指
標
値
」
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
、
飲
用
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
「
乳
児
用
調
製
粉
乳
を
水
道
水
で
溶

か
し
て
乳
児
に
与
え
る
等
、
乳
児
に
よ
る

水
道
水
の
摂
取
を
控
え
る
指
標
値
」
か
ら

も
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
飲

用
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

群
馬
県
産
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
及
び
カ
キ

ナ
に
つ
い
て
、
国
が
示
し
た
放
射
性
物
質

の
暫
定
規
制
値
を
一
時
的
に
上
回
っ
た
た

め
、
３
月
21
日
よ
り
出
荷
停
止
が
指
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
８
日
、
出
荷
停

止
が
解
除
さ
れ
、
県
農
産
物
の
安
全
宣
言

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
産
の
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
県
の
検

査
に
よ
り
、
全
て
安
全
で
あ
る
こ
と
が
宣

言
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
皆
様
は
、

安
心
し
て
県
産
農
産
物
を
お
求
め
く
だ
さ

い
。

■
大
気
中
の
放
射
線
量
に
つ
い
て

■
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

■
県
産
農
産
物
の
安
全
性
に
つ
い
て

日
付

滞
在
者
数

受
入
施
設
数

 
３
月
16
日 

36
人 

２
施
設

 
17
日 

１
７
０
人 

15
施
設

 

18
日 
３
０
５
人 

23
施
設

 

19
日 
３
６
８
人 

28
施
設

 

20
日 

４
３
６
人 

30
施
設

 

22
日 

４
７
２
人 
34
施
設

 

25
日 

５
２
５
人 
39
施
設

 

28
日 

５
８
０
人 

42
施
設

 

31
日 

６
０
９
人 

43
施
設

 

４
月
１
日 

６
１
２
人 

43
施
設

 

５
日 

６
３
４
人 

45
施
設

 

10
日 

６
８
０
人 

49
施
設

 

15
日 

７
２
８
人 

49
施
設

 

20
日 

７
７
５
人 

51
施
設
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被
災
地
で
は
、
い
ま
だ
大
き
な
余
震
が

あ
る
な
ど
、
安
全
面
の
配
慮
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

①
被
災
地
ま
で
の
交
通
手
段
が
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

②
地
域
に
よ
っ
て
は
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し

て
お
り
、
緊
急
車
両
や
被
災
住
民
へ
の
給

油
を
優
先
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

な
ど
の
理
由
か
ら
、４
月
18
日
現
在
、多
く

の
被
災
地
に
お
い
て『
市
内（
県
内
）在
住
の

方
』、『
通
え
る
方
』な
ど
と
し
て
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
範
囲
を
限
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
４
月
20
日
現

在
、
町
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
勢
の

方
々
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
申
出
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
連
絡
先
や
支
援
で
き
る
こ
と
な

ど
の
必
要
事
項
を
お
聞
き
し
て
、今
後
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

改
め
て
連
絡
を
す
る
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
る
義

援
金
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
福
祉
課
に
集
ま
っ
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
に
送
金
さ
れ
、
国
の
防
災

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
学
識
経
験
者
や
義

援
金
受
付
団
体
代
表
者
、
被
災
都
道
県
代

表
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
義
援
金
配
分
割
合

決
定
委
員
会
に
て
配
分
さ
れ
、
被
災
都
道

県
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
被
災
者
支
援
に
対
し
て
の
一

般
寄
附
も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
20
日
現
在
、
本
町
に
集
ま
っ
た
義

援
金
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

町
で
は
こ
の
た
び
の
震
災
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
支
援
物
資
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
よ
り
、
４
０
６
件
も
の
提
供

を
い
た
だ
き
、
群
馬
県
を
通
じ
て
被
災
地

に
届
け
た
り
、
町
に
避
難
さ
れ
た
方
々
に

お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
群
馬
県
の
支
援
物
資
に
つ
い
て

も
、
４
月
12
日
か
ら
当
分
の
間
、
受
付
が

一
時
停
止
と
な
り
ま
し
た
。

■
本
町
で
受
け
付
け
て
い
た
期
間

　

３
月
22
日
（
火
）
〜
４
月
７
日
（
木
）

■
本
町
で
受
け
付
け
て
い
た
場
所

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

▲

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
者
義
援
金
受
付
箱

▲支援物資のバナナ

▲支援物資のりんごジュース

▲種分けされた衣類などの支援物資の一部

▲役場に集まった支援物資の一部

総
額
８
，
２
１
１
，
６
９
６
円

義　

援　

金

　
今
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。

被
災
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
直
接
で

き
な
く
て
も
間
接
的
に
で
き
る
何
か
が

あ
る
の
で
は･･･

。
個
人
個
人
で
再
確

認
し
、
そ
れ
を
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
町
民
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
り
、支
援
の

輪
を
広
げ
共
に
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
か
み
町
役
場
本
庁
及
び
各
支
所

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
及
び
各
支
所

■
受
け
付
け
て
い
た
物
資

◆
群
馬
県
募
集
物
資
（
４
月
６
日
ま
で
）

①
カ
ッ
プ
麺
や
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
の
保
存

食
②
粉
ミ
ル
ク
、
ほ
乳
瓶
③
乳
児
用
・
大

人
用
紙
お
む
つ
④
生
理
用
品
⑤
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
⑥
毛
布
（
新
品
ま
た
は
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
済
み
の
も
の
）
⑦
水
（
５
０
０
ミ
リ

㍑
、
１
㍑
、
２
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
⑧

そ
の
他

※

①
、
⑦
に
つ
い
て
は
４
月
11
日
ま
で

◆
本
町
募
集
物
資
（
４
月
７
日
ま
で
）

①
県
の
募
集
物
資
の
う
ち
①
か
ら
⑥
ま
で

②
そ
の
他
、
特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
物
品

思
い
の
詰
ま
っ
た

支
援
物
資

多
く
の
方
々
か
ら
の
温
か
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

助
け
合
い
の
心
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■
３
月
11
日
（
金
）

○
み
な
か
み
町
災
害
警
戒
本
部
設
置

（
町
内
施
設
被
害
確
認
、
町
全
域
道
路
被

害
確
認
、
下
水
道
関
係
被
害
確
認
）

■
３
月
12
日
（
土
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
要
援
護
者

の
安
否
確
認

○
上
下
水
道
被
害
確
認

○
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
て
い
る
茨
城

県
取
手
市
よ
り
物
資
支
援
依
頼

（
飲
料
水
４
，
０
０
０
㍑
、
豚
汁
材
料
３

５
０
人
分
を
取
手
市
へ
搬
入
）

■
３
月
14
日
（
月
）

○
庁
舎
内
節
電
開
始

（
暖
房
停
止
、
照
明
等
最
小
限
の
み
）

○
み
な
か
み
町
、
町
観
光
協
会
に
て
被
災

者
受
入
れ
協
議

■
３
月
15
日
（
火
）

○
議
会
全
員
協
議
会
（
被
災
者
の
受
入
れ

に
つ
い
て
）

○
被
災
者
を
町
内
宿
泊
施
設
に
無
償
で
受

入
れ
を
決
定
（
い
わ
き
市
民
対
象
５
０

０
人
、
最
大
１
０
０
０
人
が
30
日
間
滞

在
す
る
こ
と
を
想
定
）

■
３
月
16
日
（
水
）

○
震
災
対
策
の
た
め
の
予
算
を
専
決

○
上
越
線
不
通
の
た
め
、
関
越
交
通
と
の

連
携
に
よ
り
、
通
学
等
の
無
料
バ
ス
運

●
　
み
な
か
み
町
の
動
き
　
●

●
　
み
な
か
み
町
の
動
き
　
●

●
　
み
な
か
み
町
の
動
き
　
●

写真①津波で押し流され積み重なった車両
　　②線路をふさぐ津波の残骸
　　③津波により倒壊した家屋
　　④津波で打ち上げられた漁船

行
開
始
（
24
日
ま
で
平
日
運
行
）

○
被
災
者
の
受
入
れ
開
始

■
３
月
17
日
（
木
）
〜
18
日
（
金
）

○
防
災
無
線
、
オ
フ
ト
ー
ク
に
て
節
電
協

力
依
頼

○
ま
ん
て
ん
星
の
湯
に
て
、
臨
時
措
置
と

し
て
被
災
者
夜
間
受
入
れ

■
３
月
20
日
（
日
）

○
町
長
、
副
議
長
ほ
か
４
人
、
岩
手
県
庁

到
着
。
岩
手
県
内
６
市
町
の
受
入
れ
決

定
（
宮
古
市
、
山
田
町
、
大
槌
町
、
釜

石
市
、
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
）

○
い
わ
き
市
の
受
入
枠
拡
大
（
追
加
２
０

０
人
）

■
３
月
22
日
（
火
）

○
支
援
物
資
受
付
開
始
（
受
付
場
所
／
役

場
本
庁
及
び
各
支
所
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
及
び
各
支
所
）

■
３
月
24
日
（
木
）

○
被
災
者
向
け
に
福
島
民
報
を
配
布
開
始

（
35
部
）

■
３
月
25
日
（
金
）

○
町
長
、
議
会
産
業
観
光
常
任
委
員
長
ほ

か
２
人
、
い
わ
き
市
災
害
対
策
本
部
へ

（
支
援
物
資
等
を
運
搬
）

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
子
育
て
広

場
開
設

　

（
避
難
さ
れ
た
子
供
と
保
護
者
対
象
）

※

３
月
29
日
（
火
）、
４
月
１
日
（
金
）、

４
月
５
日
（
火
）
に
も
開
設

■
３
月
26
日
（
土
）

○
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
て
い
る
茨
城

県
取
手
市
よ
り
物
資
支
援
依
頼

（
飲
料
水
１
，
２
０
０
㍑
を
取
手
市
へ
搬

入
）

■
３
月
30
日
（
水
）

○
町
職
員
４
人
、
い
わ
き
市
災
害
対
策
本

部
へ
（
支
援
物
資
搬
入
と
必
要
物
資
等

の
聞
き
取
り
調
査
）
（
搬
入
物
資
／
灯

油
90
㍑
、
飲
料
水
１
８
０
㍑
）

■
３
月
31
日
（
木
）

○
４
月
１
日
の
受
入
れ
か
ら
滞
在
期
間
を

４
月
30
日
に
決
定　

■
４
月
４
日
（
月
）

○
３
月
16
日
か
ら
の
受
入
者
も
滞
在
期
間

を
４
月
30
日
に
決
定

■
４
月
６
日
（
水
）

○
い
わ
き
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て

い
る
方
々
等
を
支
援
す
る
た
め
の
受
入

れ
開
始
（
群
馬
バ
ス
協
力
で
迎
え
）

※

４
月
６
日（
水
）／
23
人
、
４
月
９
日

（
土
）／
９
人
、
４
月
15
日（
金
）／
21

人
、
４
月
18
日（
月
）／
32
人
受
入
れ

■
４
月
12
日
（
火
）

○
支
援
物
資
を
群
馬
県
へ
搬
送

※

４
月
13
日
（
水
）、
４
月
14
日
（
木
）

に
も
搬
送

◆
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生

各地で残る

災害の
爪痕災害の
爪痕

災害の
爪痕

福島県いわき市
（2011年３月25日）

①①

②②

③③

④④
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消
防
団

ー 

新
役
員
の
紹
介 

ー
　
４
月
３
日（
日
）、み
な
か
み
町
消
防
団

辞
令
交
付
式
お
よ
び
第
１
回
役
員
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
部
役
員
と
分
団
役
員
の
皆
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

団　長

森　　健 治
（月夜野）

もり けん じ
副  団  長

阿 部　　清
（綱子）

あ きよしべ
副  団  長

矢 部 利 行
（石倉）

ゆきや べ とし
副  団  長

田 村 和 寿
（猿ヶ京温泉）

かず ひさた むら

ラッパ長

岡 村 祐 治
（師田）

おか むら ゆう じ

副ラッパ長

中 嶋 誠 志
（月夜野）

なか じま せい し
副ラッパ長

鈴 木　　亨
（小仁田）

すず き とおる
第1分団長

星 野 宗 央
ほし の かず ひさ

第2分団長

茂 木 栄 治
も ぎ えい じ

第3分団長

鈴 木 修 次
すず き しゅう じ

第4分団長

林 　 春 寿
はやし しゅん じ

第10分団長

清 水 栄 治
し みず えい じ

第9分団長

阿 部 恭 之
あ べ やす ゆき べ まさ ゆき

第8分団長

阿 部 真 行
あ

第7分団長

林 　 一 明
はやし かず あき

第6分団長

渡 部 弘 之
わた なべ ひろ ゆき

第5分団長

大 津 清 一
おお つ せい いち

副  団  長

尾 崎　　敬
（湯宿温泉）

お ざき けい
副  団  長

青 木　　誠
（真庭）

あお き まこと
副  団  長

林 　 　 仁
（藤原）

はやし ひとし

水上地区

水上地区新治地区

月夜野地区

無 火 災 ・ 災 害 防 止 に 努 め ま す ！
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町
で
は
、
予
算
が
ど
の
よ
う
な

目
的
に
使
わ
れ
、
ど
れ
く
ら
い
の

進
捗
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
予
算

の
執
行
状
況
等
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
平
成
22
年
度
下
半
期

（
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
）
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
予
算

執
行
に
は
、
現
金
の
未
収
未
払
の

整
理
を
行
う
た
め
の
出
納
整
理
期

間
（
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
）
な

ど
が
あ
る
た
め
、
決
算
額
と
は
異

な
り
ま
す
。
な
お
、
金
額
の
一
万

円
未
満
は
整
理
し
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
１
２
１
億
円
で
し
た
が
、国
の

経
済
対
策
に
伴
う
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
や
地
方
債
残
高
を
早
期
に

縮
減
す
る
た
め
の
公
債
費
を
中
心
に
追
加
補
正
を
行
い
、最
終
予
算
額
は

１
３
７
億
４
，４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

執
行
状
況
を
見
る
と
、歳
入
の「
町
債
」や「
国
庫・県
支
出
金
」は
通
常
、

事
業
完
了
後
の
出
納
整
理
期
間（
４
〜
５
月
）に
入
金
さ
れ
る
た
め
、収
入

率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、歳
出
で
は
、年
度
内
に
完
了
し
な
か
っ
た

建
設
工
事
の一
部
を
平
成
23
年
度
へ
繰
り
越
し
て
行
う
こ
と
や
、出
納
整
理

期
間
に
支
払
い
を
行
う
事
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
、建
設
工
事
を
多
く
含
む

「
土
木
費
」や「
農
林
水
産
業
費
」の
執
行
率
が
低
く
な
って
い
ま
す
。

平
　
成
　
22
　
年
　
度
　
下
　
半
　
期

予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆会計別予算執行状況
（平成23年３月31日現在）

区　　　分 予算額
（円）

収入率
（％）

執行率
（％）

一 般 会 計 現　年　分
繰　越　分

現　年　分
繰　越　分

国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡易水道事業特別会計

利根沼田広域観光センター特別会計
スキー場事業特別会計
自家用有償バス事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業
会 計

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

 137億4,400万 90.4 85.7
 24億4,426万 38.9 82.8
 30億8,154万 92.4 86.0
 338万 92.2 92.2
 2億3,080万 96.1 90.2
 18億6,389万 90.9 89.0
 2億6,968万 99.2 95.6
 10億3,408万 91.0 91.1
 4,941万 100.0 98.2
 733万 100.2 87.0
 1,272万 91.2 83.0
 555万 77.3 91.4
 3,525万 106.6 81.2
 2億8,858万 101.8    ー
 2億6,104万 ー 92.0
 9,692万 99.9 ー
 1億7,733万 ー 99.6

◆財産の状況
（平成23年３月31日現在）

区　　　分 金　額（円） 区　　　分 金　額（円）
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
その他特定目的基金
公 営 事 業 基 金
　　合　　　計　　

◆町債の状況
（平成23年３月31日現在）

一 般 会 計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
水 道 事 業 会 計
　　合　　　計　　

一
般
会
計
の
執
行
状
況

■
町
の
中
心
と
な
る
会
計
で
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
■

27億４,619万
4億3,255万
１8億9,007万
4億7,612万
55億4,493万

151億1,569万
10億3,152万
51億2,089万
8億6,745万

221億3,555万

下水道事業特別会計

※収入率とは予算額に対する収入額の割合。執行率とは予算額に対する支出額の割合

地方交付税 そ の 他

議 会 費

商 工 費

消 防 費

農林水産業費

衛 生 費

総 務 費

土 木 費

民 生 費

公 債 費

教 育 費

町 税

国庫支出金

町 債

繰 入 金

県 支 出 金

繰 越 金

そ の 他

地方譲与税・
交 付 金 等

分担金及び
負 担 金

使用料及び
手 数 料

40 35 30 25 20 15 10 5 0

0 10 20 30 40 50（億円）

（億円）

歳入 歳出
凡　例

予算額（千円）
収入・執行率（％）

95.7
234,2614,941,094

100.0
3,646,000
106.3

863,888
69.0

1,915,200
67.5

256,668
2.6

780,142
44.6

524,530
112.1

213,612
100.0
210,927
80.8

225,484
101.8

166,455
99.4

97.1
90,958

84.4
428,202

89.7
462,736

79.3
888,384

84.9
1,276,465

85.1
1,756,492

63.4
1,664,599

87.0
2,381,609

99.7
2,812,042

84.1
1,748,252

歳入

歳出
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■
総
務
課   

　
　
課
長
　
　
篠
田
　
朗
　
　
農
政
課
長

　
　
次
長
　
　
澤
浦
厚
子
　
　
総
合
政
策
課
Ｇ
Ｌ

　
行
政
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
杉
木
隆
司
　
　
観
光
商
工
課
Ｇ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
吉
田
武
春
　
　
地
域
整
備
課
係
長

　
　
主
査
　
　
高
野
明
夫
　
　
観
光
商
工
課
主
査

　
　
主
事
補
　
松
山
紘
大
　
　
新
規
採
用

　
管
財
・
防
災
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
内
田
　
保
　
　
総
務
課
Ｇ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
丸
山
浩
文
　
　
総
務
課
係
長

　
環
境
省
派
遣

　
　
主
任
　
　
小
野
宏
和
　
　
総
務
課
主
任

　
水
上
支
所

　
　
支
所
長
　
中
島
直
之
　
　
地
域
整
備
課
Ｇ
Ｌ

　
新
治
支
所

　
　
支
所
長
　
岡
田
宏
一
　
　
総
合
政
策
課
Ｇ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
佐
藤
重
男
　
　
上
下
水
道
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
原
澤
達
也
　
　
農
政
課
Ｓ
Ｌ

■
総
合
政
策
課

　
　
次
長
　
　
山
岸
正
幸
　
　
総
務
課
行
革
推
進
室
長

　
財
政
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
桑
原
孝
治
　
　
総
務
課
Ｓ
Ｌ

　
　
主
査
　
　
本
多
康
樹
　
　
総
務
課
主
査

　
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
林
　
市
治
　
　
総
合
政
策
課
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
高
橋
圭
吾
　
　
総
務
課
係
長

町

職

員

人

事

異

動
（
４
月
１
日
付
）

※

緑
字
は
異
動
前
の
所
属

　
Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
Ｓ
Ｌ
は
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
略
で
す

■
税
務
課

　
　
課
長
　
　
石
坂
和
利
　
　
税
務
課
滞
納
整
理
室
長

　
資
産
税
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
阿
部
澄
雄
　
　
総
務
課
水
上
支
所
Ｓ
Ｌ

　
住
民
税
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
田
村
廣
樹
　
　
総
務
課
Ｇ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
中
島
修
一
　
　
総
務
課
水
上
支
所
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
石
橋
和
樹
　
　
地
域
整
備
課
係
長

　
　
主
査
　
　
今
井
エ
ミ
　
　
総
務
課
主
査

　
滞
納
整
理
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
佐
藤
富
士
夫
　
税
務
課
Ｓ
Ｌ

　
　
Ｓ
Ｌ
　
　
原
澤
右
文
　
　
町
民
福
祉
課
Ｓ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
阿
部
　
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
群
馬
県
中
部
県
税
事
務
所
派
遣

　
群
馬
県
中
部
県
税
事
務
所
派
遣

　
　
主
任
　
　
小
川
貴
士
　
　
税
務
課
主
任

■
町
民
福
祉
課

　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
石
坂
貞
剛
　
　
税
務
課
滞
納
整
理
室
Ｇ
Ｌ

　
　
係
長
　
　
桒
原
和
子
　
　
総
務
課
新
治
支
所
係
長

　
　
係
長
　
　
鈴
木
茂
範
　
　
環
境
課
係
長

　
　
主
査
　
　
渋
谷
麻
衣
子
　
地
域
整
備
課
主
査

　
高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　
　
係
長
　
　
小
此
木
　
猛
　
税
務
課
係
長

■
子
育
て
健
康
課

　
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
Ｇ
Ｌ
　
　
高
橋
治
男
　
　
町
民
福
祉
課
Ｇ
Ｌ

　
　
主
査
　
田
村
一
美
　
教
育
課
主
査

　
　
主
任
　
田
島
宏
美
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
保
育
士

　
月
夜
野
幼
稚
園

　
　
教
諭
　
石
井
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
保
育
士

　
　
教
諭
　
高
橋
行
江に

い
は
る
こ
ど
も
園
教
諭
兼
保
育
士

　
　
教
諭
　
片
桐
郁
子
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
教
諭

　
月
夜
野
幼
稚
園
下
牧
分
園

　
　
教
諭
　
山
崎
愛
子
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
保
育
士

　
月
夜
野
北
幼
稚
園

　
　
教
諭
　
石
坂
清
美
　
月
夜
野
幼
稚
園
教
諭

　
水
上
第
三
保
育
園

　
　
園
長
　
小
林
直
己
　
子
育
て
健
康
課
園
長
兼
Ｇ
Ｌ

　
に
い
は
る
こ
ど
も
園

　
　
教
諭
兼
保
育
士
　
本
多
由
紀
子
　
会
計
課
係
長

　
　
教
諭
兼
保
育
士
　
木
村
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
健
康
課
係
長

　
　
教
諭
兼
保
育
士
　
高
橋
久
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
夜
野
幼
稚
園
教
諭

　
　
教
諭
兼
保
育
士
　
菅
原
直
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
夜
野
幼
稚
園
教
諭

　
　
教
諭
兼
保
育
士
　
原
澤
　
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
夜
野
幼
稚
園
教
諭

　
　
教
諭
兼
保
育
士
　
小
野
永
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
保
育
士

　
　
教
諭
兼
保
育
士
　
田
辺
郁
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
い
は
る
こ
ど
も
園
保
育
士
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健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｓ
Ｌ　
　

新
島
悦
子　
　

子
育
て
健
康
課
係
長

　
　

主
任　
　

原
澤
有
美
子　

総
務
課
主
任

■
環
境
課

　
　

課
長　
　

須
藤
信
保　
　

ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
所
長

　

環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｓ
Ｌ　
　

原
沢
智
章　
　

環
境
課
係
長

　

奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

　
　

所
長
（
次
長
）　
登
坂
卓
史　

税
務
課
Ｇ
Ｌ

　
　

Ｓ
Ｌ　
　

高
橋　

実　
　

環
境
課
係
長

■
上
下
水
道
課

　

上
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｓ
Ｌ　
　

高
橋
博
文　
　

総
務
課
新
治
支
所
Ｓ
Ｌ

　
　

Ｓ
Ｌ　
　

入
澤
は
る
み　

上
下
水
道
課
係
長

　
　

係
長　
　

鈴
木
伸
史　
　

総
務
課
新
治
支
所
係
長

　
　

係
長　
　

高
橋　

輝　
　

町
民
福
祉
課
係
長

　

下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｇ
Ｌ　
　

金
子
喜
一
郎　

上
下
水
道
課
Ｓ
Ｌ

■
農
政
課

　
　

課
長　
　

高
橋
正
次　
　

総
務
課
次
長

　
　

次
長　
　

原
澤
志
利　
　

地
域
整
備
課
次
長

　

農
政
グ
ル
ー
プ

　
　

係
長　
　

中
澤　

聡　
　

税
務
課
係
長

　
　

係
長　
　

増
田
宗
昭　
　

総
務
課
新
治
支
所
係
長

　
　

主
査　
　

小
此
木
妙
子　

総
務
課
新
治
支
所
主
査

　
　

主
査　
　

廣
井
正
隆　
　

総
務
課
新
治
支
所
主
査

　

獣
害
対
策
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長　
　

田
村
良
一　
　

農
政
課
Ｇ
Ｌ

　
　

主
査　
　

田
村
権
広　
　

ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
主
査

　
　

技
師　
　

今
井　

勇　
　

除
雪
セ
ン
タ
ー
運
転
手

■
観
光
商
工
課

　
　

次
長　
　

鈴
木
伸
一　
　

総
合
政
策
課
次
長
兼
Ｇ
Ｌ

　

観
光
商
工
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｇ
Ｌ　
　

原
澤
真
治
郎　

観
光
商
工
課
Ｓ
Ｌ

（
群
馬
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
派
遣
）

　
　

主
査　
　

田
村
和
広　
　

教
育
課
主
査

（
広
域
圏
派
遣
）

　
　

主
査　
　

林　

佳
代
子　

税
務
課
主
査

　

群
馬
県
観
光
物
産
課
派
遣

　
　

主
任　
　

金
子
拓
紀　
　

観
光
商
工
課
主
任

■
地
域
整
備
課

　

管
理
・
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　

係
長　
　

深
代
和
恵　
　

議
会
事
務
局
係
長

　
　

主
査　
　

石
坂
久
夫　
　

上
下
水
道
課
主
査

　
　

主
任　
　

戸
田
泰
基　
　

総
務
課
新
治
支
所
主
任

　

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｇ
Ｌ　
　

石
田
洋
一　
　

教
育
課
Ｇ
Ｌ

　

除
雪
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長
（
次
長
）

　
　
　
　
　
　

宇
津
木
順
三　

上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ

　
　

Ｇ
Ｌ　
　

平
田
雅
信　
　

町
民
福
祉
課
Ｇ
Ｌ

　
　

Ｓ
Ｌ　
　

林　
　

昇　
　

地
域
整
備
課
係
長

　
　

主
査　
　

清
水　

敦　
　

総
務
課
水
上
支
所
主
査

■
会
計
課

　
　

課
長
（
会
計
管
理
者
）

　
　
　
　
　
　

永
井
泰
一　
　

総
務
課
新
治
支
所
長

　
　

Ｓ
Ｌ　
　

伊
藤
一
枝　
　

税
務
課
Ｓ
Ｌ

■
議
会
事
務
局

　
　

係
長　
　

本
間　

泉　
　

観
光
商
工
課
係
長

■
教
育
課

　

総
務
学
校
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｇ
Ｌ　
　

高
橋
康
之　
　

地
域
整
備
課
Ｓ
Ｌ

　
　

主
事
補　
三
富
健
司　
　

新
規
採
用

　

水
上
小
学
校

　
　

支
援
員　
都
丸
美
砂
子　

幸
知
小
学
校
支
援
員

　

月
夜
野
北
小
学
校

　
　

用
務
員　
飯
塚
日
出
子　

幸
知
小
学
校
用
務
員

　

新
治
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長　
　

金
古
伸
夫　
　

子
育
て
健
康
課
Ｇ
Ｌ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　

館
長　
　

深
津
信
之

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
整
備
課
除
雪
セ
ン
タ
ー
Ｇ
Ｌ

■
退
職
者

　

総
務
課　
課
長　
木
暮　

勤　

（
３
月
31
日
退
職
）

　

税
務
課　
課
長　
平
原
文
雄　

（
３
月
31
日
退
職
）

　

環
境
課　
課
長　
山
賀
晃
男　

（
３
月
31
日
退
職
）

　

会
計
課　
課
長　
高
橋
武
志　

（
３
月
31
日
退
職
）

　

総
務
課
（
水
上
支
所
長
）

　
　
　
　
　
次
長　
雲
越
栄
一　

（
３
月
31
日
退
職
）

　

農
政
課
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
次
長　
増
田
豊
次　

（
３
月
31
日
退
職
）

　

地
域
整
備
課
（
除
雪
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
次
長　
須
藤
邦
男　

（
３
月
31
日
退
職
）

　

教
育
課
（
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
館
長
）

　
　
　
　
　
Ｇ
Ｌ　
阿
部
好
美　

（
３
月
12
日
退
職
）

　

子
育
て
健
康
課
（
水
上
第
三
保
育
園
保
育
士
）

　
　
　
　
保
育
士　
大
塚
美
智
子
（
３
月
31
日
退
職
）

　

子
育
て
健
康
課
（
月
夜
野
北
幼
稚
園
教
諭
）

　
　
　
　
　
教
諭　
阿
部
美
代
子
（
３
月
31
日
退
職
）
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完成しました
　谷川区と町の協働事業である「虹の谷ピコ水力tanigawaプロジェクト」が、いよいよ発電試験を開始しま
した。現在は４００ｗ程度の発電量です。今後調整して実証実験を進めていきます。

　谷川区の皆さんが参加して発電小屋作りや配管作業、発電機の設置を行いました。
　それぞれ皆さんの都合の良い日に参加してもらっています。

虹の谷ピコ水力tanigawaプロジェクトとは？

　県の補助を受けて、谷川区の皆さんが中心となって行った町の新エネルギー促進事業です。
　谷川区では、平成21年の小水力発電可能性調査の小水力検討会に参加して、各種研修や会議、勉強会を重
ねてきました。
　今回は澤入地区にある「澤入ピコ水力hoshiyama」のメンバーの力を借りて、新エネルギーを通した環境保
全の意識向上や環境学習を推進する方策を検証するため、行政と住民の協働事業で行った実証実験です。
　町はこの事業により、他の地域に小水力を広めるにはどのようなことが必要かを検証し、役立てて行きます。

谷川温泉内の町道保登野沢線沿い
の区管理の駐車場に設置しました。

水利は、使われなくなった雑用水を利用
します。

小屋は、使われなくなったゲートボール小
屋を再利用しています。

自分たちでできることは、全て自分たちで
･･･

水を噴射してプロペラを回転させて
発電します。

発電した電力の状態がわかります。

今後、発電した電気を保登野沢に架かる宮前橋のイルミネーションに利用します。

発電小屋 発電機 電気制御盤

虹虹谷の谷のtanigawatanigawa

平成22年12月26日（日）
水量を調査するための作業

平成23年２月４日（金）
小屋移設後の最初の内装作業

平成23年２月６日（日）
内装や配管などの作業

ピコ水力発電所ピコ水力発電所ピコ水力発電所が
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ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
15

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
15

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ
15

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
収
益
に
よ
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
行
政
区
や
自
治
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
へ
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
月
は
、
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
を
活
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
の
備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

◆
新
調
さ
れ
た
備
品

◎
冷
凍
冷
蔵
庫

◎
サ
ー
モ
付
き
暖
房
機

◎
集
塵
掃
除
機　

◎
石
油
暖
房
機

◎
石
油
反
射
型
ス
ト
ー
ブ

◎
こ
た
つ
一
式　

◎
餅
つ
き
器

◎
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
黒
板

◎
座
卓　
　
　
　

◎
会
議
用
テ
ー
ブ
ル

◎
折
り
椅
子　
　

◎
ロ
ビ
ー
チ
ェ
ア

◎
ベ
ン
チ　
　
　

◎
電
波
時
計

◎
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ス
ク
リ
ー
ン

◎
カ
フ
ェ
ラ
ッ
ク

◎
液
晶
テ
レ
ビ

◎
Ｈ
Ｄ
Ｄ
内
蔵
Ｄ
Ｖ
Ｄ

◎
書
庫
（
オ
ー
プ
ン
）

◎
書
庫
（
両
開
き
）

◎
木
製
物
置
台

竹 
改 
戸 

区

ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワクチンの接種が再開されます!!ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワクチンの接種が再開されます!!
　予防接種後に死亡した事例の原因を調べるため、一時期接種を見合わせていましたが、安全性が確
認されたので、４月１日より接種が再開されました。
　小児期にヒブ（ヘモフィルス・インフルエンザｂ型菌）及び肺炎球菌に感染した場合、髄膜炎など
を起こし重い障害を残すことがあります。

この予防接種は、希望する人が受ける「任意」の予防接種です。
　接種を希望する人は、事前に医療機関へ必ず連絡し、同時接種・単独接種の効果と副反応について
主治医とよく相談してから、接種してください。

　■予防接種の種類：ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチン
　■費　用：無料
　■対象者：生後２か月以上５歳未満の乳幼児（接種当日）

　　
　■接種場所：利根沼田の契約医療機関
　　※利根沼田以外の医療機関で接種する場合は、
　　　接種前に必ず問い合わせ先までご連絡ください。
　■接種回数：接種を開始する月齢によって異なりますので、
　　　　　　　主治医とご相談ください。

■問い合わせ先　　子育て健康課　健康推進グループ　☎（６２）２５２７

接種方法
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犬の登録 　　 狂犬病予防注射犬の登録 　　 狂犬病予防注射犬の登録 　　 狂犬病予防注射
　狂犬病予防法の規定に基づき、平成23年度の犬の登録と狂犬病予防の注射を下記のとおり実施しますの
で、生後３か月以上の犬を飼育されている方は必ず受けてください。
　■手数料　登録済みの場合……………３,３００円（内訳：注射料２,７５０円、同済票５５０円）
　　　　　　新規登録の場合……………６,４００円（内訳：注射料２,７５０円、同済票５５０円、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 登録料３,０００円、手帳代１００円）

１．釣銭のいらぬよう、細かいお金をご用意ください。
２．個人通知書（ハガキ）と愛犬パスポートをご持参ください。
３．飼い犬は制御できる人が連れてきてください。
４．未登録、未注射、放し飼い、捨て犬は違法です。狂犬病予防法に基づいて処罰されることがありますので念のため申し添えます。
５．愛犬が死亡したときは必ず届出が必要です。役場環境課または各支所にご連絡ください。

平
成
23
年
度
春
の
注
射
日
程

平成23年度

のお知らせ

お
願
い

と

■第１回 ■第１回（左より続く）

■第２回

地区 日程・獣医師名 場　　所 時　間
湯ノ小屋食堂平久駐車場 9:30～  9:40
板東会館 9:50～10:10
明川郷土館 10:20～10:40
白樺ゲレンデ駐車場 10:50～11:10
藤原小学校下 11:15～11:35
北部生活改善センター 13:00～13:15
青木沢　林正之宅 13:25～13:40
平出会館 13:50～14:05
粟沢会館 14:25～14:45
中部生活改善センター 14:55～15:20
谷川湯テルメ駐車場 9:30～10:00
水上支所職員駐車場 10:10～10:40
小日向消防詰所前 10:50～11:30
高日向会館 13:00～13:40
水紀行館駐車場 13:50～14:20
幸知　奈良洋宅前 9:30～  9:50
湯桧曽足湯駐車場 10:00～10:20
大穴町営駐車場 10:30～10:50
阿能川会館 11:00～11:30
寺間会館 13:00～13:15
南部健康増進センター 13:25～14:00
観光会館 14:10～14:40
海洋センター駐車場 9:10～  9:30
相俣公民館 9:40～10:10
赤谷分館 10:20～10:40
猿ヶ京多目的集会施設 11:00～11:30
吹路佐藤商店横 13:00～13:20
合瀬 13:30～13:40
官行 14:00～14:10
奧平集会所 9:20～  9:30
入須川山田屋横 9:40～10:05
恋越分館 10:15～10:25
恋越橋場横 10:30～10:40
塩原分館 10:50～11:10
東峰分館 11:20～11:50
須川分館 13:05～13:55
金田屋駐車場 14:05～14:35

５月18日(水)
林

５月19日(木)
安田

５月26日(木)
林

５月27日(金)
安田

５月20日(金)
長門

地区 日程・獣医師名 場　　所 時　間
柳沼集会所 9:00～  9:20
池の原旧分館 9:30～10:00
上羽場分館 10:10～10:30
下羽場分館 10:40～11:00
下新田分館 11:10～12:00
新治支所 13:00～14:10
保健福祉センター 9:00～10:00
上組公民館 10:15～11:00
旧小倉教場 11:15～11:45
小和知公民館 13:00～13:30
下石倉公民館 13:40～14:00
上牧公民館 14:20～15:00
下牧公民館 9:30～10:30
師集会所 10:45～11:30
真政公民館 13:00～14:00
上区多目的集会施設 9:00～10:00
中村集落センター 10:15～11:00
小川島公民館 11:15～11:45
後閑集落センター 13:00～13:40
みなかみ町役場 14:00～15:00

５月30日(月)
長門

地区 日程・獣医師名 場　　所 時　間
北部生活改善センター 9:30～  9:40
大穴町営駐車場 10:00～10:10
水上支所職員駐車場 10:20～10:35
水紀行館駐車場 10:45～11:00
南部健康増進センター 11:10～11:20
下新田分館 9:10～  9:40
猿ヶ京多目的集会施設 10:00～10:30
新治支所 10:45～11:15
保健福祉センター 9:00～  9:30
下区集落センター 9:45～10:10
上牧公民館 10:30～11:00
みなかみ町役場 11:20～12:00

６月20日(月)
長門

６月21日(火)
林

６月23日(木)
長門

５月31日(火)
林

６月１日(水)
安田

６月２日(木)
長門

水
　
上
　
地
　
区

水
上
地
区新

　
治
　
地
　
区

新
治
地
区

新
治
地
区

月
夜
野
地
区

月
夜
野
地
区

★犬のフンは飼い主が持ち帰り、適正に処理しましょう！
★犬は必ず、つないで飼いましょう！
★みんなの協力で、住みよい環境を作りましょう！

環境課　環境政策グループ
☎（２５）５００３

■問い合わせ先

＊月夜野地区では従来一箇所は、月夜野会館を使用していましたが、駐車ス
ペースの都合で保健福祉センターに変更していますのでご注意ください。
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■登録の受付・問い合わせ先　　奥利根アメニティパーク　☎（６４）１１６７

■問い合わせ先　　環境課　環境政策グループ　☎（２５）５００３

　町では、地区住民及び団体等とともに、自然環境や生物多様性を守り育てるため、昆虫等（※）の保護を推
進する条例を制定しました。（平成23年４月１日施行）
　町内には、自然環境や生物多様性の保全のため、環境の整備や昆虫等の保護活動が地域住民や団体等により
積極的に行われている地域があります。しかし、これらの地域では一部の心ない人により昆虫等が乱獲される
ケースも見受けられます。地区住民等が注意を促すものの、里山の生活の中に生息する昆虫等は法的に採取を
制限することができず、モラルに訴えるしかないのが現状です。
　条例制定により、自然環境や昆虫等の保護活動が行われている地域とその管理者を指定し、その地域におい
て町と管理者が認める目的以外の採取を制限することで、条例に基づいた注意や指導を行うことができるよう
になります。また、この条例は、保護活動の『後ろ盾』として活動を支援・
推進し、豊かな自然を有する町の魅力向上につなげることができます。
　指定する地域や管理者は、今後町内の調査や関係者との協議の上決定し、
広報や町のホームページ等にてお知らせします。

『みなかみ町自然環境及び生物多様性を守り育てるため昆虫等の保護を推進する条例』『みなかみ町自然環境及び生物多様性を守り育てるため昆虫等の保護を推進する条例』
を制定しました

　平成23年度より、行政区、老人クラブ、婦人会、育成会、ＰＴＡなど地域の皆さんの団体が、家庭から出る資
源を集めて、奥利根アメニティパークに直接引き渡す自主的なリサイクル活動を推進する事業を始めました。
　ごみの減量化及び資源の有効利用を図るとともに、地域のコミュニティづくりに役立てていただくために、
集団回収を行う団体には回収量に応じて奨励金を交付します。
　お住まいの地域で集団回収を始めてみませんか。

◎ 集団回収をはじめるには
　①行政区、老人クラブ、婦人会、育成会、ＰＴ
Ａ等、または10世帯以上の町民でグループを
作ります。

　②奥利根アメニティパークへの運搬手段、回収
品目、回収場所、回収日などを計画します。

　③町に団体登録をします。

資源集団回収をはじめませんか？資源集団回収をはじめませんか？

◎ 資源集団回収奨励金

対　象　品　目 奨励金額

１．古紙類【新聞紙、雑誌（雑紙を含む）、段ボール、紙パック】

２．かん【アルミ缶、スチール缶】

３．ペットボトル

８円／ｋｇ

※この条例において「昆虫等」とは、町内に生息または生育する野生動植物（農林水産業もし
くは生活環境及び生態系等に被害を及ぼし、または及ぼすおそれのあるものを除く）。
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デスティネーションキャンペー
ン（ＤＣ）に向けて

　今年の７月から９月にかけて開催される、「群馬デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）」は、
ＪＲグループ６社と地方自治体、地元観光事業者が一体となって取り組む観光宣伝事業です。
　今回は、地域活性化を部活動のモットーに掲げ、旅行商品開発や地域の特産物を使ったお土産品開
発を通じ、県内外から注目を集める地元利根商業高等学校パソコン部の活動についてご紹介します。

　部長の江口直也さんを筆頭に７人の部員が、ＪＲ東日本主
催の「駅からハイキング」の企画プロデュースに挑戦します。
　駅ハイの企画は、今年３月に卒業した先輩たちが取り組み
たかったことの一つで、卒業生の期待はもちろんのこと群馬
ＤＣ本番の年ということもあり、周囲の期待も大きいです。
　自分たちへのプレッシャーも大きいが、やりがいは充分と
意気込む部員たち。１月下旬からミニイベントの企画と、諏訪
峡を案内するためのガイド勉強も行っています。雪の降る３
月でも、現地を歩き学びました。そして参加者の方に、より地
域の魅力を知ってもらいたいと思う心からオリジナルマップ
を作成しました。このオリジナルマップには、部員みんなで水
上温泉街や水上駅前を巡り、商店やホテルに協力を依頼して
得た特典クーポンが付いています。
　学業とイベント企画のプロデュースを両立する敏腕高校生
の活躍をご覧になりたい方は、当日駅からハイキングに参加し
てみてはいかがでしょうか。詳しくは下記をご覧ください。

デスティネーションキャンペー
ン（ＤＣ）に向けて

シリーズ④

～ 今年度もがんばる「利根商高商研（パソコン）部」 ～

■問い合わせ先　観光商工課　ＤＣ推進室　☎（２５）５０１８

▲
水
上
観
光
ガ
イ
ド
協
会
の
方
々
か
ら

　
諏
訪
峡
ガ
イ
ド
を
勉
強
す
る
部
員
た
ち

▲

マ
ッ
プ
の
構
想
を
練
る
部
員
た
ち

行こう！諏訪峡!!　響く水の音、春香る森 ～利根商業高校生と一緒にね～

◆開催日◆
５月28日(土)
◎応募締切
５月25日(水)
◎募集定員
５００人

　歴史・自然・文化が融合する、みなかみ町随一の景勝地「諏訪峡」を散策。地域活性化を目指す高校
生の目線で見た温泉街グルメや名物品の紹介など自然散策の他にもお楽しみをご用意しています。

特典・告知
※コースポイントごとに高校生によるガイドあり。※スタンプラリー実施。
※完歩者には、高校生からちょっぴりプレゼントを進呈。
※周辺飲食店・土産店のクーポン券付きの高校生手作り散策マップを配布します。
■予約・お問い合わせ　駅からハイキング事務局　☎ ０３（５７１９）３７７７

◆昼食については、各自ご持参ください。
○起点駅／群馬県・上越線水上駅
○受付場所／水上駅
○受付時間／午前９時～11時

○所要時間／約３時間30分（施設での見学時間を含む）
○歩行時間／約２時間（施設での見学時間等除く）
○歩行距離／約6.5㎞

利根川の源流散策とおススメのお店や足湯めぐりが楽しめます。

水
　
上
　
駅

利
根
川
遊
歩
道

湯
原
温
泉
街

水
紀
行
館
道
の
駅

紅
　
葉
　
橋

原
一
雄
歌
碑

笹
笛
童
子
公
園

紅
葉
公
園

見
　
　
晴

笹
　
笛
　
橋

与
謝
野
晶
子
公
園

水
紀
行
館
道
の
駅

湯
原
温
泉
街

水
　
上
　
駅

徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩 徒歩

～部長の江口君より「ひと言」～
今年は震災がありましたが、この「企画」で自分たちができるこ
とを精一杯頑張って、皆さんに元気になっていただきたいです。
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地域の話題

い
つ
ま
で
も
、
忘
れ
な
い
よ
！

　

３
月
25
日
、
幸
知
小
学
校
に
お
い
て
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

幸
知
小
学
校
は
、
明
治
42
年
に
開
校
以
来
１
０
３
年
の

歴
史
を
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
来
賓
、
父
兄
、
地
元
住
民
な
ど
約
１
２
０
人

と
、
在
校
児
童
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
０
０
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
の
真
庭
幸
雄
さ
ん
を
は
じ
め
、

歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
代
表
し
て
眞
庭
義
夫
さ
ん
な
ど
の
来

賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
児
童
代
表
あ
い
さ
つ
、
３
年
生
か
ら

６
年
生
に
よ
る
合
唱
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
執
り
行

わ
れ
、
元
気
な
歌
声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

校
歌
の
合
唱
で
は
、
児
童
と
共
に
地
域
の
人
た
ち
も
一

緒
に
な
っ
て
思
い
出
の
校
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
校
旗
が
教
育
委
員
会
に
返
納
さ
れ
幸
知
小
学

校
１
０
３
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

マ
マ
ヨ
ガ
教
室
開
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４
月
６
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
初
め
て
の
『
マ
マ
ヨ
ガ
教
室
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
マ
ヨ
ガ
教
室
は
、
妊
娠
中
か
ら
産
後

６
か
月
く
ら
い
ま
で
の
マ
マ
を
対
象
に
行
わ

れ
、
妊
娠
中
の
マ
マ
２
人
と
、
出
産
後
の
マ
マ

３
人
が
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

助
産
師
の
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
ゆ
っ
た

り
と
ヨ
ガ
を
楽
し
み
、
終
了
後
は
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
月
１
回
水
曜
日
に
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
み
な
か
み
「
み
ん
な
の
保
健
」
P
21

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲児童アトラクションから
　３年生から６年生児童による
　「小さな木の実」、「大切なもの」の合唱

幸知小学校　原澤和弥校長／４０人

ご入学・ご入園おめでとうございます
　４月４日から11日にかけて、町内の小・中学校、幼稚園や保育園で
入学式及び入園式が行われました。
　小・中学校の児童・生徒数及び入学者数、幼稚園・保育園の園児数
は次のとおりです。

■中学校 生徒数 入学者数 校長名

■小学校 児童数 入学者数 校長名

月夜野中学校 298 92 髙橋　幹
水上中学校 115 30 田村正紀
藤原中学校 4 1 石北直樹
新治中学校 197 69 遠藤博道

古馬牧小学校 267 47 田村義和
桃野小学校 185 30 髙橋芳夫
月夜野北小学校 41 5 齋藤伸行
水上小学校 188 29 原澤和弥
藤原小学校 20 2 石北直樹
新治小学校 300 36 松山英夫

■保育園 園児数

■幼稚園 園児数

第三保育園 9
私立月夜野保育園 119
にいはるこども園(保) 63
私立水上わかくりこども園(保) 49

月夜野幼稚園 67
同　下牧分園 19
月夜野北幼稚園 10
にいはるこども園(幼) 59
私立水上わかくりこども園(幼) 34

▲水上小学校入学式
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男性の参加者も大歓迎！

■エアロビクス教室
■夜の部（毎週月曜日）
○開催日／５月　2日・　9日・
 　　　　　　　16日・23日・
　　　　　　　 30日
○時　間／午後８時～９時まで
○会　場／
　新治Ｂ＆Ｇ
　海洋センター
　２階

　参加申込は不要です。直接会
場へお出かけください。
　室内シューズ・タオル・飲み物
をご持参ください。
　皆さんの参加をお待ちしてい
ます。

今月の

■ ■ ■ 問い合わせ先■ ■ ■ 
子育て健康課　健康推進グループ

☎（６２）２５２７

体 操 教 室
5月の納税

6月の納税

■納期限：5月31日（火）
固定資産税　　　　  第 １ 期
国民健康保険税　　  第 ２ 期
軽自動車税

■納期限：6月30日（木）
町県民税　　　　　  第 １ 期
国民健康保険税　　  第 ３ 期

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

◎国民年金
　４月分の納期限は、
　５月３１日(火)です。
◎後期高齢者保険料
　第１期の納期限は、
　８月 １ 日(月)です。
◎介護保険料
　第２期の納期限は、
　６月３０日(木)です。

■納税と納期限■■納税と納期限■■納税と納期限■

　

町
で
は
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

や
、
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
の

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。
減
免
の
対

象
と
な
る
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、

詳
細
な
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
役
場
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

　

５
月
24
日
（
火
）
ま
で

■
申
請
場
所

○
税
務
課　

住
民
税
グ
ル
ー
プ

○
各
支
所

　
　

庶
務
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

○
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

○
身
体
障
害
者
手
帳
等

○
車
検
証

○
運
転
免
許
証

○
印
鑑

■
減
免
の
範
囲

◇
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持
ち
、
歩
行
が

困
難
な
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
。

※

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
減
免
は
１

台
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
通
車
の
減
免

　

税
務
課
で
は
、
仕
事
の
関
係
な
ど
で
平

日
に
納
税
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
日
曜
日
に
納
税
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
日
時　
５
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

５
月
29
日
（
日
）

■
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

■
場
所　
役
場
本
庁
舎　

税
務
課

■
対
象
地
域　
町
内
全
域

■
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課　
滞
納
整
理
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
０
８

軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　
減
免
申
請
に
つ
い
て

日
曜
日
に
納
税
窓
口
を

　
　
　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

お
知
ら
せ

を
受
け
て
い
る
方
は
、
軽
自
動
車
税
の
減

免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
専
ら
身
体
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が

使
用
す
る
た
め
に
改
造
さ
れ
た
車
両
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
住
民
税
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
０
７

24時間
健康テレホンサービス

　○12日（木）外科・整形外科
　○18日（水）歯科
　○受付時間帯
　　午後７時30分～９時まで
　◎この時間帯に電話すると、
　　直接医師が電話にでます。

■月曜　５･６月におきる花粉症
■火曜　中高年世代の心の危機
■水曜　こころの病・パニック障害
■木曜　過換気症候群とは
■金曜　口内炎
■土日　柔らかい食事と消化

　群馬県保険医協会では、健康
テレホンサービスを行っていま
す。☎０２７-２３４-４９７０
にかけると、約３分の健康講話
（テープ音声）が聞けます。

５月

５月の「直接相談タイム」
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料
理
は
、｢

楽
し
く
作
っ
て
お
い
し
く

食
べ
る｣

が
基
本
で
す
。
包
丁
を
握
っ
た

こ
と
が
な
い
人
も
ベ
テ
ラ
ン
の
人
も
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
自
分
で
作
っ

た
料
理
を
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
当
日
は
食
生
活
改
善
推
進
員
が

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

平
成
23
年
度

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
し
て
、
体
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
、
経
験
者
問
わ
ず
、
興
味
の
あ

　

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
起
こ
る
、
急

な
病
気
や
突
然
の
け
が
で
、
呼
吸
が
止

ま
っ
た
！
脈
拍
が
触
れ
な
い
！
出
血
が
止

ま
ら
な
い
！
こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
が
行

う
応
急
手
当
が
、
そ
の
人
の
生
命
を
救
う

た
め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間

に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に

応
急
手
当
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り

入
れ
た
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

※

受
講
費
用
は
無
料
で
、
受
講
者
に
は
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　

高
性
能
の
心
電
図
自
動
解
析
装
置
を
内

蔵
し
た
医
療
機
器
で
、
心
電
図
を
解
析
し

た
後
、
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
が
必

要
な
不
整
脈
を
判
断
し
、
除
細
動
を
行
え

る
機
器
で
す
。

■
講
習
日
・
講
習
会
場

第
１
回　

６
月
26
日
（
日
）
北
消
防
署

第
２
回　

７
月
31
日
（
日
）
中
央
消
防
署

第
３
回　

９
月
10
日
（
土
）
西
消
防
署

第
４
回　

11
月
27
日
（
日
）
東
消
防
署

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

募
　
集

第
５
回　

２
月
19
日
（
日
）
中
央
消
防
署

■
定
員　
中
央
消
防
署　

20
人

　
　
　
　

東
・
西
・
北
消
防
署　

各
10
人

■
講
習
時
間

　

各
会
場
と
も
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

　

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

■
申
込
場
所

　

各
消
防
署
で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
ま
で
受
付
（
電
話
申
込
可
。
土
日
、
祝

祭
日
も
受
け
付
け
ま
す
。
）

■
申
込
締
切

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

事
業
所
、
グ
ル
ー
プ
及
び
個
人
で
の
講

習
会
は
、
受
講
者
が
数
名
集
ま
れ
ば
、
そ

の
都
度
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防
署

　
☎
（
２
４
）
１
７
３
４

　
東
消
防
署　
☎
（
５
６
）
２
３
０
０

　
西
消
防
署　
☎
（
６
４
）
０
０
０
２

　
北
消
防
署　
☎
（
７
２
）
４
３
４
９

調
理
を
指
導
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
者　
町
内
在
住
の
男
性

■
参
加
費　
３
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

■
申
込
締
切　
５
月
24
日
（
火
）

■
日
時　
５
月
31
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

■
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
簡
単
料
理

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
健
康
課　
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
６
２
）
２
５
２
７

る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日

　

毎
週
月
曜
日　

月
夜
野
総
合
体
育
館

　

毎
週
木
曜
日　

古
馬
牧
小
学
校
体
育
館

■
時
間

　

午
後
７
時
30
分
〜

■
参
加
費　
無
料

■
用
意
い
た
だ
く
物　

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

等
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
無
く
て
も
可
）

※

開
催
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
で

す
。

※

ス
ポ
ー
ツ
保
険
等
は
各
人
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
生
涯
学
習
推
進
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
５

◆
応
急
手
当
を
身
に
付
け
よ
う
！
◆
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

５
月
２
日
（
月
）
〜
16
日
（
月
）

■
入
居
日　
６
月
中
旬
予
定

■
募
集
戸
数　
９
戸

●
大
穴
団
地
（
３
Ｋ
）

　

Ｊ
棟
１
０
１
号
室
・
１
０
２
号
室
・

　
　
　

１
０
５
号
室
・
２
０
４
号
室
・

　
　
　

３
０
４
号
室

●
高
日
向
団
地
（
３
Ｋ
）

　

Ｄ
棟
１
０
３
号
室

　

Ｆ
棟
４
０
３
号
室

●
矢
瀬
団
地
（
３
Ｋ
）

　

３
号
棟
４
０
３
号
室

●
第
３
矢
瀬
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

８
号
棟
３
０
２
号
室

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
整
備
課　
管
理
・
建
設
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
９

　
各
支
所　
建
設
・
産
業
グ
ル
ー
プ

　
水
上
支
所　
☎
（
７
２
）
２
１
１
１

　
新
治
支
所　
☎
（
６
４
）
０
１
１
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

相
　
談

　

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
眠
れ
な
い

◎
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
か
な
い

◎
仕
事
が
手
に
着
か
な
い

◎
不
登
校

◎
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

◎
認
知
障
害

◎
薬
物
中
毒
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

な
ど
で
お
困
り
の
方
、
そ
の
他
、
心
配
事

の
あ
る
方
は
、
是
非
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
都
合
で
来
所
で
き
な
い

方
は
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
所
内
相
談

□
場
所　
利
根
沼
田
県
民
局

　
　
　
　

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

□
相
談
日　
毎
月
第
１
金
曜
日

□
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜　

予
約
制

□
相
談
者　
精
神
科
医
師
、
保
健
師

◎
所
外
相
談
（
み
な
か
み
町
）

□
相
談
日

　

７
月
15
日
（
金
）
、
11
月
11
日
（
金
）

　

平
成
24
年
３
月
９
日
（
金
）

□
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜　

予
約
制

□
相
談
者

　

精
神
科
医
師
、
市
町
村
保
健
師
、

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

  

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
、
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
巡
回
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

■
相
談
日
時

　

６
月
16
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
受
付

■
相
談
場
所

　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

　

○
各
種
相
談　

○
判
定

　

○
健
康
診
査　

○
生
活
指
導
等

■
申
込
締
切　
５
月
20
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
１

　

保
健
福
祉
事
務
所
保
健
師

※

相
談
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
保
健
係　
精
神
保
健
担
当

　
☎
（
２
３
）
２
１
８
５

◆
心
配
ご
と（
民
生･

人
権･

行
政
）相
談
所

■
新
治
会
場　
５
月
17
日（
火
）

　

会
場　

の
ぞ
み
館　

相
談
室

■
月
夜
野
会
場　
６
月
21
日（
火
）

　

会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

◆
法
律
相
談
所

■
水
上
会
場　
５
月
13
日（
金
）

　

会
場　

社
会
福
祉
協
議
会　

水
上
支
所

■
新
治
会
場　
６
月
10
日（
金
）

　

会
場　

の
ぞ
み
館　

相
談
室

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（
６
２
）
０
０
８
１

心
配
ご
と
・
法
律
相
談
所

相
談
は
、予
約
制
で
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

時
間
は
全
て
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
ま
で
。
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　
渋
川
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

　
町
民
福
祉
課　
福
祉
・
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
１

こ
ん
な
と
き

　
　
こ
ん
な
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は

　
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
５
，
０
２
０
円
で
す
。

　

納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の
翌
月
末

日
で
す
。

　

十
分
な
所
得
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

長
期
に
わ
た
り
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た

場
合
、
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
り
、
国

税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
滞
納
処
分
（
財
産

差
押
さ
え
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
の
「
早

割
」
が
お
得
で
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の

指
定
日
を
納
付
期
限
よ
り
１
か
月
早
め
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
１
か
月
当
た
り

50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、

就
職
し
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
を
は
じ

め
、
次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や
学
生

な
ど
）
が･･･

▽
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
た
と
き
、
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所

が
年
金
事
務
所
へ
届
出
を
し
ま
す
。

▽
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
本
人
の
収
入

減
な
ど
に
よ
り
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ

る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き
配
偶
者

の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
）
が･･･

▽
退
職
し
た
と
き
、
本
人
が
役
場
へ
届
出

を
し
ま
す
。

▽
退
職
し
て
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る

配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き
、
配
偶
者

の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
し
ま
す
。

■
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
が･･･

▽
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
た
と
き
、
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所

が
年
金
事
務
所
へ
届
出
を
し
ま
す
。

▽
本
人
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、
離

婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く

図

書

室

■
開
室
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

◎
火
・
木
・
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

正
午
〜
午
後
１
時
の
間
は
休
室

◎
第
１
・
第
３
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

■
５
月
の
休
室
日
（
通
常
休
室
日
以
外
）

　

３
日（
火
）・
４
日（
水
）・
５
日（
木
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
麒
麟
の
翼
／
東
野
圭
吾

◎
児
童
書　
き
た
か
ぜ
と
た
い
よ
う

／
山
福
朱
美

中
央
公
民
館
図
書
室

☎
（
６
２
）
２
２
７
５

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

正
午
〜
午
後
１
時
の
間
は
休
室

■
５
月
の
休
室
日
（
通
常
休
室
日
以
外
）

　

３
日（
火
）・
４
日（
水
）・
５
日（
木
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
ば
ん
ば
憑
き
／
宮
部
み
ゆ
き

◎
児
童
書

　

パ
パ
と
あ
た
し
の
さ
が
し
も
の

／
鈴
木
永
子

水
上
公
民
館
図
書
室

☎
（
７
２
）
３
７
０
７

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
児
童
図
書
室

☎
（
２
０
）
４
０
４
０

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
の
翌
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
お
は
な
し
の
会

　

日
時
／
５
月
19
日（
木
）　

午
後
３
時
〜

　

場
所
／
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

プ
レ
イ
ル
ー
ム

■
５
月
の
休
室
日

　

２
日（
月
）・
６
日（
金
）・
７
日（
土
）・

　

９
日（
月
）・
10
日（
火
）・
16
日（
月
）・

　

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
ア
ラ
マ
タ
人
物
伝
／
荒
俣
宏

◎
児
童
書　
か
え
る
ひ
み
つ
き
ょ
う
て
い

／
村
上
し
い
こ

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
お
は
な
し
の
会

　

日
時
／
５
月
15
日（
日
）　

午
後
２
時
〜

　

場
所
／
新
治
公
民
館
図
書
室

■
５
月
の
休
室
日（
通
常
休
室
日
以
外
）

　

３
日（
火
）・
４
日（
水
）・
５
日（
木
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
老
い
の
才
覚
／
曽
野
綾
子

◎
児
童
書　
バ
ム
と
ケ
ロ
の
も
り
の
こ
や

／
島
田
ゆ
か

新
治
公
民
館
図
書
室

☎
（
６
４
）
０
１
１
１

な
っ
た
と
き
、
本
人
が
役
場
へ
届
出
を
し

ま
す
。

※

必
要
な
届
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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消費者被害から高齢者・障害者を守る最新情報 『 見守り新鮮情報 』
http://www.consumer.go.jp/shinsen/mima.htm　 注意のためのリ－フレットも取り出せます。

　利根沼田望郷ライン入口付近、古馬牧小学校南側
の広 と々した畑の中に後閑集落センターがあります。広
い玄関を開けるとサポーターさんが迎えてくれます。
　後閑地区サロンでは特にレクリエーションや体操は行
わず、話を中心に集まっています。話し好きな人が多く、
次から次へと話しの輪が広がり、明るい笑い声が広い
部屋一杯に響きます。
　参加者は、「最初は緊張したり、話すのにどうしようか
と思っていたけれど、今では楽しくて次の集まりが待ち遠
しい。」と言っています。家族は、おばあちゃんが元気にな
る様子が嬉しいと参加を勧めてくれています。趣味や特
技を活かして披露してくれる参加者もいて、「お茶とお菓
子のサロンの時間はあっという間に過ぎる。」と、参加者
の皆さんは口を揃えて言います。
　地域の高齢者が生き生きと暮らせるための一端とし
て、また、これからも心の元気を分かち合う場として、サロ
ンを続けていきたいとサポーターさんたちは笑顔で話し
てくれました。

地域包括支援センターだより シリーズ

生きがいサロン紹介
　今月から町内各地で開催されているサロンを順次紹介していきます。
　場所や参加者によってサロンもそれぞれ特徴があり、内容もバラエティー
に富んでいます。お近くのサロンが見つかったら是非参加してみませんか。

「後閑地区サロン さわやか広場」後閑集落センター　第３木曜日10時から開催　代表:竹澤富美子

みなかみ 町 の

1

○生きがいサロンとは
　地域に暮らす高齢者の皆さんが、歩いて行ける距
離の地区公民館等に週１回程度集まり、レクリエー
ションを一緒に行ったり話をしたりと、仲間で交流し
一時を楽しく過ごす集まりです。中心になって企画・
運営・支援してくれるのが地区の民生委員さんや介護
予防サポーターさんたちです。社会福祉協議会は準
備や資金面での支援をしています。

■問い合わせ先　地域包括支援センター　☎（６２）０５４０

　今月より、町が行っている高齢者のための「介護予防教
室」での体操を紹介します。同教室参加者も、生活に組み入
れるなど継続できた人は効果があったようです。思いついた
らやってみましょう。

　イスにつかまって体をまっすぐにします。
つま先とかかとを交互に持ち上げます。
※簡単にできる人は、イスに頼る程度を小さ
くしてください。

◆つま先上げの効果
すねの筋肉を鍛えて、ちょっとした段差など
に引っかかることを防ぎます。

◆かかと上げの効果
ふくらはぎを鍛えて、安定した姿勢を保つことができます。

◆２つの運動を合わせて行う効果
つま先上げとかかと上げを交互に行うことによって、筋力に加えてバランス能力も向上し、転
倒予防の効果が期待できます。

つま先・かかと上げ運動（往復10回）

やってみ
よう！

簡単体操簡単体操
やってみ

よう！

簡単体操

資料提供：上牧温泉病院リハビリテーション科

参加者募集中！　連絡先　☎（６２）３１３５
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■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・１０か月児
■期日　5月12日(木)・6月9日(木)
■受付　４か月児　 13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

　子育て支援ボランティア等により、就学前児童とその
保護者を対象とした、親子のふれあいの場を提供してい
ます。どこに住んでいても利用できます。
【キラキラ】■会場　にいはるこども園体育館隣
　　　　　■日時　毎週火・金曜日　10時～14時
【わくわく】■会場　水上公民館２階和室
　　　　　■日時　第１・第３・第５水曜日　10時～14時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎(６４)１８４８

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■期日　５月13日(金)・20日(金)・27日(金)
　　　　６月10日(金)・17日(金)・24日(金)
■時間　10時～12時　■主催　にこにこくらぶ
～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

　　　　５月27日●消防士さんのお話
　　　　６月24日●七夕作り
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※にこにこくらぶでは、一緒に活動してくれるボラ
ンティアを募集しています。詳しいことは久野豊子
（☎６２-２４０３）までお問い合わせください。

■会場　町保健福祉センター
■受付　12時45分～13時

健康づくりインフォメーション

計男の子 女の子
月夜野地区
水上地区
新治地区
計

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

みんなの保健
～みなさんの健康づくりをしっかりとサポートします～
●問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎25-5009

３月
の出生者

◆数字は住民基本台帳に
　基づくものです。
（４月15日現在）

乳幼児健診

子育てひろば

子育てサークル

～対象の方には事前に個別通知いたします～
■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■

■■■■■■■　幼児健診　■■■■■■■

健　診　名 ５月 ６月

1歳6か月児健診　　対象　１歳７・8か月児 25(水) 

２歳児歯科健診　　対象　２歳１・２か月児   22(水)

２歳6か月児歯科健診　対象　２歳7・8か月児  14(火)

３歳児健診　　対象　３歳1・2か月児 18(水)

0 人 3人 3人
3人 0人 3人
0人 1人 1人
3人 4人 7人

◇ベビーマッサージ（１歳までの乳児対象）
■日時　5月13日(金)・6月10日(金)　10：30～11：30
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児･8か月児･12か月児･妊婦および産婦
■期日　５月12日(木)・６月９日(木)
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児   10:00～10:15　計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児     9:45～10:00　計測・問診・栄養相談
　＊12か月児 10:15～10:30   計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦      9:30～11:30   母乳相談（予約制）

乳児相談・母乳相談

～子育て支援ボランティア～
にこにこくらぶ

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■５月　２日(月)・  ９日(月)・16日(月)・23日(月)
　　　　30日(月)
■６月　６日(月)・13日(月)・20日(月)・27日(月)
■時間　９時～11時30分　13時～16時

母子健康手帳交付

■会場　町保健福祉センター　■期日　妊婦および夫
■期日　６月10日(金)・17日(金)
■受付　９時30分～15時30分
※１週間前までに電話にてお申し込みください。

両　親　学　級

■会場　町保健福祉センター
■対象　妊娠中～産後６か月くらいまでの母親
■期日　５月11日(水)・６月１日(水)
■時間　14時～15時（受付は13時50分～14時まで）
■持ち物　バスタオル・汗ふきタオル
※運動のできる服装でお越しください。
※生後６か月頃までの赤ちゃんなら隣に寝かせてOK!

ママヨガ教室

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■日時　月～金曜日　10時～16時
【５月のじゃんぷの日（毎週木曜日）】
■期日　●５月12日／お茶しませんか？●19日／ピク
ニック●26日／大きくなったかな？●６月２日／読み
聞かせ●９日／お茶しませんか？
■時間　10時～12時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎(６４)１８４８

子育て支援センター　汽車ぽっぽ
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ご入学おめでとうございます!!
～新治小学校入学式より～

みなかみ町の

数字は住民基本台帳に基づくもので、
国勢調査の数値とは異なります。
※(　) 内は前月比

５月

12㈰  ■水上音楽祭●水上観光会館
 中旬 ■６月議会定例会（予定）●本庁舎議場
 25㈯ ■月夜野ホタル観賞の夕べ●道の駅矢瀬親水公園

 8㈰ ■藤原桜の里まつり●明川桜広場
28㈯～29㈰　■リバーベンチャー選手権大会●道の駅水紀行館

  4㈪　■町立第三保育園入園式
  5㈫　■私立月夜野保育園入園式
  7㈭　■町立小・中学校始業式・入学式
  8㈮　■町立にいはるこども園入園式・町立月夜野北幼稚園入園式
  9㈯　■私立水上わかくりこども園入園式
10㈰　■群馬県議会議員選挙投・開票
11㈪　■町立月夜野幼稚園入園式・町立月夜野幼稚園下牧分園入園式

６月

Gallery 東京藝術大学卒業生修了生寄贈作品

『ウナサカ』　作者／鳥居ルリ子
　　規格・素材／　Ｈ700mm×Ｗ3,000mm　パネル、白亜地、岩絵具、墨

作品の一部を「みなかみコレクション展」として、役場水上支所２階および商工会水上支所２階に展示中です。
■開場日／月曜日～金曜日（祝祭日は除く）　　■開場時間／午前９時～午後４時30分

総人口 22,007人 （－94）
　男 10,634人 （－49）
　女 11,373人 （－45）
世帯数 8,166世帯 （－13）

人口 世帯と

４月1日現在

●　今月の表紙　●

４月に行われた主な行事

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町に寄贈された作品を紹介しています。
◎平成22年度末現在
　７３名から１２６作品を収蔵　広報にて紹介した作品数　59／126

歳時記

●発行／みなかみ町役場　〒379-1393 群馬県利根郡みなかみ町後閑318番地　☎ 0278-62-2111　FAX 0278-62-2291
●編集／総合政策課　企画振興グループ　●みなかみ町ホームページアドレス　http://www.town.minakami.gunma.jp/

町の主な行事予定
　４月７日、町内の小中学校において、入学
式が開催されました。
　大きなランドセルを背に、この日を待ちわ
びていた新１年生。本町の桜はまだ咲いて
いませんでしたが、明るく元気な笑顔が会
場一面に広がっていました。
　東日本大震災に伴い、本町に避難して来
ている子供たちも、みなかみ町で新たな一
歩を踏み出しました。新治小学校では、新入
学生を含む６人の児童が編入し、また、藤原
小学校でも新入学生を含む４人の児童が
編入しました。 自動車税は５月31日（火）までに忘れずに！

　※５月10日を過ぎても納税通知書が届かない場合は、問い合
わせ先までご連絡ください。

　　ご注意：軽自動車税は市町村税です。
◆障害者手帳をお持ちの方で、障害の程度、自動車の所有者な
ど一定の条件を満たしている場合には、申請により自動車税
が免除になる場合があります。
◎ 申請期限　５月31日（火）

■問い合わせ先
　利根沼田県税事務所（課税係）　　☎（２２）４３３６
　群馬県自動車税事務所　　☎０２７（２６３）４３４３

▲入学式の様子（校歌斉唱）

◆自動車税はコンビニエンスストアでも納税できます

▲代表児童に記念品が贈呈されました
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